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３．神社・寺院からみつけた1番
【能褒野神社一の鳥居】

の ぼ の じんじゃいち とり い

①神社の１番目の鳥居を「一の鳥居」といいます。⻲⼭駅のロータリーにある鳥居
じんじゃ とりい いち とり い えき とりい

は〔 〕神社の一の鳥居です。もともとは、⻲⼭駅近くの〔 〕
じんじゃ いち とり い えき

の交差点のところに、〔 〕というグループによって、
こう さ てん

今から〔 〕年前の〔 〕年によって建てられました。
た

②能褒野神社二の鳥居は、〔 〕町の 旧 〔 〕道脇の〔 〕跡
の ぼ の じんじゃ に とり い きゅう みちわき あと

から北にのびる道の⼊り⼝に建てられました。
た

【熊野三⼭検 校 覚仁法親王 令旨】
くま の さんざんけんぎょうかくにんほっしんのうりょうじ

①市内で１番古い手紙は、〔 〕町にある〔 〕というお寺が持って
も

いた「熊野三⼭検 校 覚仁法親王 令旨」という手紙です。
くま の さんざんけんぎょうかくにんほっしんのうりょうじ

②この手紙は、〔 〕というお坊さんが〔 〕という
ぼう

お坊さんへ、〔 〕年前の〔 〕年〔 〕⽉〔 〕⽇に書
ぼう

いた手紙です。

③手紙の内容は、〔 〕⼭（⻘岸渡寺、和歌⼭県）の〔 〕職とし
ないよう せいがん と じ わ か やまけん しき

て以前の例のとおりお寺の仕事をさせるように、〔 〕
い ぜん れい し ごと

（後鳥羽天皇の皇子の覚仁）からのいいつけを伝えたものです。
てんのう おう じ かくにん つた

【地蔵院愛染堂】
じ ぞういんあいぜんどう

①市内で古いお寺は１番から３番まで〔 〕にある〔 〕

が占めています。その中で１番古いのは〔 〕で、〔 〕時代初期
し じ だいしょ き

の〔 〕年に建てなおされています。このことは、〔 〕年に
た

修理をした時にわかりました。
しゅうり

地蔵院にある市内の古いお寺ベスト３をしらべました。
じ ぞういん

順位 建物の名前 建てられた年
じゅんい たてもの なまえ た とし

１番

２番

３番

〈関地蔵菩薩 略 縁起〉
せき じ ぞう ぼ さつりゃくえん ぎ

①関地蔵菩薩 略 縁起は、新しく〔 〕を建てるために、たくさんの人に
せき じ ぞう ぼ さつりゃくえん ぎ た

協 ⼒ してもらおうと、当時 住職 だった〔 〕によって、〔 〕
きょうりょく じゅうしょく
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年に書かれたものです。

②〔 〕というお坊さんが、地蔵院の本尊である〔 〕（お地蔵
ぼう じ ぞういん ほんぞん じ ぞう

さん）を彫ったことや、〔 〕和 尚 が 仏 に目を書き、 魂 を⼊れる
ほ お しょう ほとけ たましい

〔 〕をしたことなど、地蔵院のはじまりからのできごとのほ
じ ぞういん

か、本尊の地蔵菩薩はとってもすばらしい〔 〕があることなどが記
ほんぞん じ ぞう ぼ さつ しる

されています。

③新しい本堂を建てるために、それまでの本堂は、少し移動させて〔 〕
ほんどう た ほんどう い どう

という名前がつけられました。新しい本堂が建てられたことで、〔 〕は、
ほんどう た

本堂としての役目を終えたのです。
ほんどう やく め お

〈東海道五 ⼗ 三次絵本駅 路鈴 関〉
とうかいどう ご じゅうさんつぎ え ほんえきろのすず せき

①東海道五 ⼗ 三次絵本駅 路鈴 関は、
とうかいどう ご じゅうさんつぎ え ほんえきろのすず せき

〔 〕という画家

が描き、〔 〕時代（1810年頃）
えが じ だい ごろ

に刊⾏された版画で、〔 〕と
かんこう はん が

いいます。

②浮世絵の中の〔 〕とよばれ
うき よ え

るジャンルの中で、〔 〕道はよ
どう

く描かれ、その中で〔 〕 宿 が描
えが しゅく えが

かれる際には、当時から名所であった
さい めいしょ

〔 〕が描かれることが多かっ
えが

たようです。

展示をみて感じたことをかきましょう。
てんじ かん


